
☆
お
名
前
の
由
来
は
？

―
お
腹
の
中
に
い
た
と
き
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
と
っ
て
い

た
の
で
音
楽
を
連
想
す
る
名
前
に
し
ま
し
た
。

☆
お
も
し
ろ
い
仕
草
は
あ
り
ま
す
か
？

―
お
ね
だ
り
を
す
る
時
、
自
分
の
手
の
ひ
ら
を
指
さ
し
ま
す
。

☆
好
き
な
お
も
ち
ゃ
は
？

―
車
の
お
も
ち
ゃ
で
す
！
特
に
バ
ス
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
ド
ラ
イ

ブ
も
大
好
き
で
す
。

☆
最
近
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
？

―
ス
プ
ー
ン
で
食
事
を
し
た
り
、
靴
下
を
脱
い
だ
り
…
い
ろ
い
ろ
で

き
ま
す
。
言
葉
も
｢危
な
い
｣の
意

味
で
｢あ
ぶ
｣と
言
っ
た
り
。
保
育

園
に
行
く
と
い
ろ
い
ろ
覚
え
ま
す

ね
！
最
近
は
、
お
ね
だ
り
や
怒
り

方
な
ど
、
｢我
｣の
出
し
方
も
分
か

っ
て
き
た
み
た
い
で
す
。

☆
ご
両
親
か
ら
ひ
と
こ
と

―
友
だ
ち
と
仲
良
く
で
き
る
、
み

ん
な
か
ら
好
か
れ
る
子
に
育
っ

て
ね
。

印
刷
・
製
本
／
㈲
印
刷
文
化
堂

乱
丁
・
落
丁
・
不
刷
の
際
は
お
取
替
え
い
た
し
ま
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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Ａ
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特集：平成最後の特集：平成最後の
地区別座談会開催地区別座談会開催

４４

２月７日、村山地区女性部の葉
山支部は料理講習会を開きました。
『家の光』2019年２月号を参考に、
今回ご紹介したキッシュやサバド
ライカレー、サバ豆乳スープと、
サバ缶をふんだんに使った栄養た
っぷりのレシピを学びました。

サバとサバとサバと
ホウレン草のキッシュホウレン草のキッシュホウレン草のキッシュ

１．ホウレン草はゆでて冷水に取り、水分をしぼって５センチの長さ
に切る。

２．玉ねぎは薄切りにしておく。
３．ボウルに卵、ピザ用チーズ、牛乳、コショウを入れて混ぜる。
４．フライパンでバターを熱し、１と２を入れて炒める。しんなりし

たら、汁気を切ったサバ缶を加えてさらに炒める。
５．耐熱容器に４を入れ、３をかける。
６．オーブントースターで、焼き色がつくまで15分ほど焼く。

※加熱時間は容器の大きさに合わせて調節する。
７．竹串を刺して、中まで火が通っていればできあがり。

※火が通っていなければ、アルミホイルをかぶせてさらに焼く。

サバ缶(水煮)１缶(190ℊ)
ホウレン草１把(300ℊ)
玉ねぎ１/２個(100ℊ)
卵３個

材 料(直径21センチの容器１台分)

私たちが作りました!私たちが作りました!

ピザ用チーズ100ℊ
牛乳１/４カップ
コショウ少々
バター大さじ１

作り方

人見知りしない性格で、車が大好き！
お父さんの正健

しょうけん

さんと､お母さんの
栄代子
さ よ こ

さんにインタビューです♪

尾
花
沢
市
延
沢

古
瀬
ふ
る
せ

詞
音
う
た

く
ん
(１
歳
10
カ
月
)



り か ちゃん（２歳）

村山市湯野沢

誠 さ ん（43歳）

由 美 さ ん（33歳）
ゆ み

尾 方 照 男 さ ん（68歳）
お がた てる お

まこと

ふれあいふれあいふれあい
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第１号 平成31年度内部監査計画の設定について
第２号 ＪＡ全国監査機構期中監査Ⅲの回答書について
第３号 内部監査(業務全般)の回答について
第４号 内部監査規程改正について
第５号 平成31年度事業計画について
第６号 平成31年度借入金の最高限度額の承認について
第７号 定款の一部変更について
第８号 諸規程の一部変更について
第９号 農産物産直所管理規程の新設について
第10号 平成30年度固定資産(償却資産)の除却について
第11号 第八次広域営農振興計画(平成31年度修正計画)について
第12号 平成30年異常気象に伴う米再生産に向けた水稲種

子・水稲苗に対する割戻し措置について
第13号 「大石田米低温倉庫」取得計画について
第14号 利益相反取引の承認について
第15号 「信用事業運営体制のあり方」検討について
第16号 平成31年度余裕金の運用方針及び運用方法について
第17号 平成31年度1組合員に対する信用の供与等の最高限

度額及び組合員に対する貸付金利率の最高限度につ
いて

第18号 平成31年度組合員以外の者に対する信用の供与等の
最高限度額及び組合員に対する貸付金利率の最高限
度について

第19号 同一人に対する信用の供与等の最高限度額について
第20号 ＡＴＭの効率的な再配置について
第21号 出資口数の減口承認について
追加1 会計監査人監査における監査報酬等の額の決定について

【報告事項】
・経過報告および行事予定について
・主要勘定・安全性の指標について
・ＪＡ全国監査機構期末監査Ⅰ・Ⅱの実施について
・平成30年度決算監事監査実施要領について
・平成31年度監事監査計画について
・運営委員会・地区別座談会の結果と出席状況について
・平成30年度コンプライアンス研修等実施結果について
・平成31年度就業時間および各部署の営業体制について
・無料職業紹介事業について
・大口貸出の報告について
・ＪＡ貯金スプリングキャンペーンについて
・㈱みちのくサービスの事業計画書について

第13回理事会が３月25日に開催。
主な議案と内容は次のとおりです。理 事 会 だ よ り

来月のあなたの運勢 ５月占いコーナー

2019. 4
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５年前も『ふれあい』の表紙を飾５年前も『ふれあい』の表紙を飾
った尾方さん親子。その後、長女のった尾方さん親子。その後、長女の
りかちゃんも誕生して家の中はさらりかちゃんも誕生して家の中はさら
ににぎやかです。孝太朗くんのスポににぎやかです。孝太朗くんのスポ
少入りがきっかけで、最近は庭にゴ少入りがきっかけで、最近は庭にゴ
ールを立てて家族でバスケを楽しんールを立てて家族でバスケを楽しん
でいます。ソロバンを習っている大でいます。ソロバンを習っている大
輔くんは、計算問題や九九を勉強中。輔くんは、計算問題や九九を勉強中。
保育園に通うりかちゃんは、人形遊保育園に通うりかちゃんは、人形遊

▼
ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
か
？

去
年
の
春
か
ら
ス
イ
カ
作
り
、
稲
刈
り
、
大
根

作
り
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
今
は
野
菜
の
苗
作
り

を
勉
強
中
で
す
。

▼
農
業
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Ｕ
タ
ー
ン
で
地
元
に
戻
っ
た
折
、
Ｊ
Ａ
の
方
に

す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
ス
イ
カ
が
好
き
な
の
で
自

分
で
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

▼
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
？

農
業
は
想
像
以
上
に
体
力
を
使
い
ま
す
が
、
や

り
甲
斐
を
感
じ
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
自
分
な
り
に
工
夫
し
て
い
く
の
が
楽
し

み
で
す
。

▼
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

農
業
人
口
が
減
っ
て
い
る
の
で
、
四
月
か
ら
は

自
分
も
「
担
い
手
」
と
し
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

春から大石田町で就農する羽賀さん。研修
先のハウスで勉強中のところ、インタビュー
に答えてくれました。

大石田町大石田甲

羽賀
は が

健太
けんた

さん(36歳)

もくじ

■理事会だより ２
■農業☆星団／
すくすくふれあい家族 ３
■特集

平成最後の
地区別座談会開催 ４

■ニュース展望台 ６
■みちのくぼいす
／クロスワードパズル 12
■お知らせ掲示板 14
■女性部すてき工房／
おらえのめんごっこ 16

「活気ある地域農業を協同の力で次世代へつなごう」（第八次経営管理３カ年計画スローガン）

大 輔 く ん（７歳）
だい すけ

孝太朗 く ん（９歳）
こう ろうた

びなども覚えました。びなども覚えました。
まだ階段の上り下りはまだ階段の上り下りは
おぼつかないけど、おおぼつかないけど、お
兄さんたちはいつもフ兄さんたちはいつもフ
ォローしてくれます。ォローしてくれます。
お母さんの由美さんはお母さんの由美さんは
「孝ちゃんの面倒見の「孝ちゃんの面倒見の
よさが、弟の大ちゃんよさが、弟の大ちゃん
にも受け継がれているにも受け継がれている
みたい」と話しました。みたい」と話しました。
５年ぶりの表紙撮影で、５年ぶりの表紙撮影で、
二人のお兄さんは前よ二人のお兄さんは前よ
りもキリッと大人の表りもキリッと大人の表
情でキメてくれまし情でキメてくれまし
た！た！

▼
農
業
の
魅
力
は
？

会
社
勤
め
と
は
ま
た

違
っ
た
や
り
甲
斐
や
達

成
感
を
感
じ
ま
す
。
自

分
の
思
う
通
り
に
工
夫

し
て
ど
う
い
う
結
果
が

出
る
か
、
そ
れ
を
楽
し

み
に
し
た
い
で
す
。

▼
今
後
の
意
気
込
み
は
？

も
ち
ろ
ん
自
分
の
生

活
が
第
一
で
す
が
、
ゆ

く
ゆ
く
は
面
積
を
増
や

し
て
、
苗
を
自
分
で
作

れ
る
く
ら
い
に
な
っ
て

み
た
い
で
す
。

京 子 さ ん（62歳）
きょう こ



毎
年
８
万
ト
ン
の
米
の

消
費
が
減
っ
て
い
る
と

聞
く
が
、
今
後
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

国
は
、
国
内
の
米
消
費

量
に
つ
い
て
毎
年
８
万

ト
ン
の
減
少
と
し
て
い
た
が
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
試
算
で
は
10

〜
16
万
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
30
年
は
繰
り
越
し
在
庫
の

不
安
は
な
い
状
況
だ
が
、
輸
出

に
よ
っ
て
消
費
を
増
や
す
の
は
、

現
地
の
販
売
価
格
が
高
価
な
た

め
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
今
後
の

農
政
は
不
透
明
な
部
分
が
あ
る

が
、
地
域
を
支
え
て
い
く
た
め

に
も
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
お
力

添
え
を
お
願
い
し
た
い
。

30
年
産
米
と
29
年
産
米

の
概
算
払
い
に
差
が

あ
っ
た
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

４５ 牡羊座
3/21～4/19

【全体運】落ち着いて行動できる月。やりたいことは、自分のペースでじっくり進めて。センスを磨ける趣味を持つと吉
【健康運】体質にぴったりな健康法が見つかりそう 【幸運の食べ物】イサキ

牡牛座
4/20～5/20

【全体運】とても活気があり、新しいことを始めるチャンスです。積極的に動いて吉。環境改善に力を注ぐのも幸運
【健康運】小まめに動くことで、体調が上向く兆し 【幸運の食べ物】イチゴ

平
成
30
年
度
の
地
区
別
座
談
会
が
、
管
内
３
地
区
で
開
か
れ
ま
し
た
。
組
合
員
の
意
見
や
要
望

な
ど
の
｢声
｣を
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
平
成
最

後
」
と
な
っ
た
今
回
の
座
談
会
、
３
地
区
あ
わ
せ
て
約
154
人
が
出
席
し
、
質
疑
応
答
の
場
面
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

村
山
市
と
協
議
し
な
が

ら
一
体
と
な
っ
て
進
め

て
い
く
。本

店
の
建
物
が
古
い
。

建
て
替
え
や
修
繕
の
計

画
は
あ
る
の
か
。

全
面
的
な
建
て
替
え
の

予
定
は
な
い
。
天
井
や

壁
に
つ
い
て
は
、
予
算
計
画
を

も
っ
て
順
次
対
応
し
て
い
く
。

肥
料
や
農
薬
、
温
床
資

材
の
価
格
表
示
が
分
か

り
づ
ら
い
。
ま
た
、
他
店
舗
よ

り
も
安
く
配
給
し
て
ほ
し
い
。

価
格
は
、
他
店
舗
と
商

品
価
格
を
比
較
し
な
が

ら
、
安
価
に
な
る
よ
う
つ
と
め

て
い
る
。
表
示
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
し
て
い
く
。

販
売
品
販
売
高
の
「
そ

の
他
穀
類
」
の
内
訳
を

教
え
て
欲
し
い
。

「
そ
の
他
穀
類
」
の
内

訳
は
「
そ
ば
」
と
「
大

豆
」。
今
後
、
記
載
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
に
対
す
る
Ｊ

Ａ
の
取
り
組
み
は
。

関
税
率
が
段
階
的
に
引

き
下
が
っ
て
い
く
状
況

で
、
国
内
の
農
畜
産
物
は
輸
入

品
に
太
刀
打
ち
で
き
る
か
心
配

し
て
い
る
。
一
方
、
国
内
で
は

生
産
量
は
落
ち
て
い
る
が
消
費

は
堅
調
な
数
字
で
推
移
し
て
い

る
。
安
全
安
心
な
農
畜
産
物
が

消
費
者
に
選
ば
れ
た
結
果
だ
と

思
う
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
国
内

の
生
産
物
を
守
っ
て
い
く
の
が

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
考
え
方
。

29
年
産
米
は
流
通
段
階

で
の
持
ち
越
し
在
庫
が

多
く
、
30
年
産
米
に
つ
い
て
は

商
談
が
遅
れ
気
味
だ
っ
た
。
現

状
の
販
売
環
境
は
悪
く
な
い
の

で
、
今
後
も
有
利
販
売
に
つ
と

め
る
。

輸
出
米
の
価
格
と
、
今

後
の
見
通
し
は
。

昨
年
か
ら
試
験
的
に
米

の
輸
出
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
30
年
産
米
の
価
格
は
、

助
成
金
を
含
め
て
加
工
米
と
同

じ
程
度
だ
っ
た
。
数
量
は
多
く

な
い
が
、
水
田
活
用
米
の
ひ
と

つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
が
集
荷
販
売

し
た
米
を
実
際
に
輸
出
す
る
の

は
米
卸
会
社
で
あ
り
、
流
通
コ

ス
ト
な
ど
の
課
題
も
あ
る
よ
う

だ
。
生
産
者
手
取
り
の
最
大
化

を
念
頭
に
、
米
卸
会
社
と
の
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

来
年
度
の
計
画
に
「
農

業
所
得
の
増
大
」「
地

域
の
活
性
化
」
と
あ
る
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
う
の
か
。

集
落
営
農
や
法
人
化
な

ど
を
見
据
え
て
、
助
成

金
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
販
売

の
収
益
増
を
め
ざ
す
。
今
後
、

具
体
的
な
数
字
目
標
も
示
し
て

い
き
た
い
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
だ

け
で
は
対
応
し
切
れ
な
い
課
題

も
あ
る
と
思
う
の
で
、
行
政
、

組
織
の
役
員
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
体
と
な
り
な
が
ら
取
り
組
む
。

村
山
・
尾
花
沢
地
区
の

事
務
所
の
統
廃
合
は
ど

う
な
る
の
か
。

尾
花
沢
地
区
の
営
農
事

務
所
は
尾
花
沢
営
農
セ

ン
タ
ー
に
機
能
を
集
約
し
、
農

繁
期
に
事
務
所
へ
出
向
く
な
ど

の
体
制
と
な
る
。
村
山
地
区
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
事
業

の
進
捗
に
合
わ
せ
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。

輸
出
米
を
増
や
し
て
消

費
拡
大
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
。
こ
れ
ま
で
の
輸
出
先
の

状
況
は
ど
う
か
。

輸
出
米
は
、
飼
料
用
米

よ
り
も
有
利
な
水
田
活

用
米
穀
の
一
つ
と
し
て
初
め
て

取
り
組
ん
だ
。
ま
だ
試
験
的
な

も
の
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
成

果
を
見
極
め
た
い
。
輸
出
は
米

卸
を
介
し
て
行
わ
れ
る
の
で
、

具
体
的
な
輸
出
先
は
定
ま
っ
て

い
な
い
。損

益
計
算
書
の
購
買
事

業
費
用
に
つ
い
て
、
計

画
と
決
算
の
差
が
大
き
す
ぎ
る
。

資
産
査
定
が
関
係
し
て

い
る
。
29
年
度
の
査
定

に
お
い
て
貸
倒
引
当
し
て
い
た

分
が
あ
り
、
30
年
度
に
整
理
の

見
通
し
が
立
っ
た
。
そ
の
た
め
、

貸
倒
引
当
金
を
29
年
度
に
繰
入

し
30
年
度
に
戻
入
す
る
中
で
、

購
買
の
繰
入
額
が
戻
入
額
よ
り

少
額
と
な
り
こ
の
よ
う
な
表
記

と
な
っ
た
。

種
子
法
の
廃
止
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ａ
の
考
え
を
尋

ね
る
。

条
例
を
重
ん
じ
、
行
政

と
一
体
と
な
っ
て
対
応

し
て
い
く
。

尾
花
沢
地
区

大
石
田
地
区

ＱＡＱ

ＡＱＡ ＱＡ

ＱＡ

Ａ

Ｑ

ＡＱ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

尾花沢

尾花沢

大石田

大石田 村山

ＱＡ
座
談
会
へ
の
ご
参
加
と
、

貴
重
な
ご
意
見
・
ご
質
問
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
は
、
今

後
も
地
域
の
総
合
Ｊ
Ａ
と
し

て
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域

の
活
性
化
」
の
三
つ
の
基
本

目
標
の
達
成
に
向
け
て
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

実
行
組
合
長
が
配
布
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
配

布
資
料
が
多
す
ぎ
る
。

春
に
配
布
物
の
有
無
を

確
認
し
て
、
実
行
組
合

長
の
労
力
軽
減
に
つ
な
げ
た
い
。

県
内
の
他
Ｊ
Ａ
で
は
、

製
菓
会
社
と
グ
ミ
を
作

る
な
ど
６
次
産
業
化
が
進
ん
で

い
る
。
村
山
市
の
状
況
は
ど
う

か
。 Ｑ 村

山
地
区

ＡＱ

Ａ

村山



６７ 双子座
5/21～6/21

【全体運】人との調和を大切にすることで、誰とでも円満な関係を築ける期間。余暇はお芝居やミュージカル鑑賞がベスト
【健康運】肩の力を抜くと、運気アップの呼び水に 【幸運の食べ物】キクラゲ

蟹 座
6/22～7/22

【全体運】カルチャー志向が高まる時期です。同じ楽しみを持つ仲間たちとにぎやかに過ごすのに最適。遠出の旅行も刺激大
【健康運】疲労をため込みがち。温泉で気分転換を 【幸運の食べ物】ウニ

▲受賞報告会で折原組合長(左端）、三浦専務(右端)と記念撮影

山形県産果樹の各種品評会で、平成30年度は村
山地区の農家が以下の成績を収めました。３月14
日には、ＪＡ役員への受賞報告会も行われました。
◇山形県りんご「ふじ」品評会
優秀賞・山形県園芸研究会全国協議会長賞／青柳

あおやぎ

篤
あつし

さん
◇山形県さくらんぼ「紅秀峰」品評会
最高糖度賞／芦野

あしの

富雄
とみお

さん
◇山形県さくらんぼ「佐藤錦」品評会
努力賞／軽部

かるべ

和博
かずひろ

さん
◇山形県温室メロン品評会
優賞／柴田

しばた

公子
きみこ

さん
◇山形県「啓翁桜」品評会
銅賞／鈴木

すずき

瑞人
みずと

さん

▶
藤
原
氏
に
よ
る
講
演

３
月
５
日
、
当
Ｊ
Ａ
肉
用
牛
部
会
は
全

体
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
東
京
の
株
式

会
社
日
山
畜
産
の
村
上
聖
代
表
取
締
役
社

長
が
、『
今
後
の
和
牛
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
』
と
題
し
て
講
演
。
同
社
が
取
り
組
む

「
牛
肉
の
お
い
し
さ
」
の
探
求
や
、
牛
肉
輸

出
の
現
場
と
業
界
の
動
向
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。
ま
た
、
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

畜
産
試
験
場
家
畜
改
良
部
の
小
松
智
彦
専

門
研
究
員
に
よ
る
、
当
Ｊ
Ａ
産
牛
肉
の
肉

質
の
分
析
結
果
な
ど
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

お
い
し
さ
の
秘
密
を
学
ぶ

お
い
し
さ
の
秘
密
を
学
ぶ

お
い
し
さ
の
秘
密
を
学
ぶ

ブ
ラ
ン
ド
維
持
め
ざ
し
講
演

ブ
ラ
ン
ド
維
持
め
ざ
し
講
演

ブ
ラ
ン
ド
維
持
め
ざ
し
講
演

３
月
３
日
、
尾
花
沢
市
で
「
日
本
一

の
夏
す
い
か
研
究
大
会
２
０
１
９
」
が

開
か
れ
、
２
市
１
町
の
す
い
か
生
産
者

が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。
栽
培
技
術
の

向
上
と
「
尾
花
沢
す
い
か
」
ブ
ラ
ン
ド

の
維
持
の
た
め
に
毎
年
開
か
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
山
形
地
方
気
象
台
の
藤
原

政
志
氏
と
、
公
益
財
団
法
人
い
し
か
わ

農
業
総
合
支
援
機
構
の
加
藤
亜
矢
子
氏

が
講
演
を
行
い
、
異
常
気
象
と
炭
疽
病

対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

入賞おめでとうございます！入賞おめでとうございます！入賞おめでとうございます！

▲表彰を受けた生産者の皆さん

コーティング種子を引き渡しコーティング種子を引き渡しコーティング種子を引き渡し
３月13日、西郷直播生産組合は、鉄コーティングを施した種
子を稲作農家へ引き渡しました。同組合は平成27年に設立。育

講演内容を書き取る出席者
▼

◀村上社長による講演

３
月
15
日
、
村
山
営
農
セ
ン
タ
ー
つ

や
姫
栽
培
研
究
会
は
通
常
総
会
を
開
き

ま
し
た
。
来
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、

他
産
地
に
負
け
な
い
良
食
味
米
の
安
定

生
産
に
取
り
組
み
、
日
本
一
の
産
地
づ

く
り
に
向
け
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
。
同
会
の
生
産
す
る
「
つ
や
姫
」

は
市
場
で
の
評
価
も
高
く
、
こ
れ
か
ら

も
「
選
ば
れ
る
米
づ
く
り
と
産
地
ブ
ラ

ン
ド
の
形
成
」
を
め
ざ
す
と
し
ま
し
た
。

３
月
18
日
、
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
酒

米
生
産
部
会
は
第
18
回
定
例
総
会
を
開

き
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
需
要
に
即
し

た
生
産
を
通
し
て
、
高
品
質
酒
造
好
適

米
の
生
産
と
優
良
酒
米
産
地
の
確
立
を

目
指
す
こ
と
を
確
認
。
あ
わ
せ
て
部
会

表
彰
も
行
わ
れ
、
平
成
30
年
度
の
酒
造

好
適
米
の
上
位
等
級
者
と
｢低
タ
ン
パ

ク
の
部
」
入
賞
者
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
同
部
会
で
は
、
部
会
員
同
士

で
切
磋
琢
磨
し
て
良
質
米
生
産
の
技
術

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

定
例
総
会
で
部
会
表
彰
も

定
例
総
会
で
部
会
表
彰
も

定
例
総
会
で
部
会
表
彰
も

日
本
一
の

日
本
一
の

日
本
一
の

産
地
づ
く
り
を
め
ざ
す

産
地
づ
く
り
を
め
ざ
す

産
地
づ
く
り
を
め
ざ
す

▲あいさつする安達修蔵会長 ▲出席した「つや姫」生産者

３
月
15
・
16
・
17
日
の
３
日
間
、
Ｊ
Ａ

グ
リ
ー
ン
で
恒
例
の
「
創
業
祭
」
セ
ー
ル

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
薬
や
育
苗
倍
土
な

ど
春
作
業
用
の
農
業
資
材
を
は
じ
め
、
春

播
き
種
子
や
馬
鈴
薯
の
種
子
、
尾
花
沢
農

産
加
工
の
漬
物
な
ど
を
販
売
。
玉
ね
ぎ
詰

め
放
題
や
牛
肉
の
特
価
販
売
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

３
月
５
日
、
尾
花
沢
営
農
セ
ン
タ
ー

き
ゅ
う
り
生
産
部
会
は
、
き
ゅ
う
り
の
栽

培
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
14
人
が
出
席

し
、
タ
キ
イ
種
苗
株
式
会
社
の
担
当
者
が
、

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
き
ゅ
う
り
の
栽
培
方

法
を
説
明
し
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
新
し
く

部
会
員
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
い
る
こ
と

か
ら
、
出
席
者
全
員
で
改
め
て
き
ゅ
う
り

栽
培
の
全
体
の
流
れ
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。 き

ゅ
う
り
栽
培
の
流
れ
を
確
認

き
ゅ
う
り
栽
培
の
流
れ
を
確
認

き
ゅ
う
り
栽
培
の
流
れ
を
確
認

創
業
祭
の
売
り
出
し
盛
況

創
業
祭
の
売
り
出
し
盛
況

創
業
祭
の
売
り
出
し
盛
況

苗を行わずに直接田ん
ぼに種子を播く方式で、
生産性と農家所得の向
上をめざし活動してい
ます。同日、北村山農
業技術普及課などによ
る栽培講習会も開かれ
ました。 ▲生産者の車に種子を積み込み▲講習会で直播きの栽培方法を学ぶ

◀タキイ種苗株式会社の奥原和武
氏による講演

話に聞き入るきゅうり生産者
▼

◀人気商品のポテトフライをどうぞ

▼牛肉コーナーは大人気

軽部さん軽部さん芦野さん芦野さん青柳さん青柳さん

(写真はいずれもＪＡグリーンごてん)(写真はいずれもＪＡグリーンごてん)



８９ 乙女座
8/23～9/22

【全体運】行動範囲が広がる予感。気になることは即やってみるのが成功の鍵。ＳＮＳでの情報収集にもつきがあります
【健康運】生活習慣を見直すと、楽に改善できそう 【幸運の食べ物】甘夏

獅子座
7/23～8/22

【全体運】できる人と比べて対抗意識を刺激されやすいよう。背伸びをするより、マイペースを貫くのが開運のポイント
【健康運】睡眠不足にご用心。眠りの質を高めて 【幸運の食べ物】ソラマメ

大石田米生産部会がコンクールで表彰大石田米生産部会がコンクールで表彰大石田米生産部会がコンクールで表彰
３月５日、山形市で「やまがた攻めの米づくり日本
一運動食味コンクール」の表彰式が開かれました。当
ＪＡ管内では、大石田町の大石田米生産部会が「はえ
ぬきの部」で優秀賞を受賞。伊藤強部会長が壇上に立
ち、表彰を受けました。

｢雪
若
丸
｣栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

｢雪
若
丸
｣栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

｢雪
若
丸
｣栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

新
品
種
「
雪
若
丸
」
の
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

学
ぶ
栽
培
講
習
会
が
、
３
月
19
日
に
尾
花
沢
で
、
25

日
に
大
石
田
で
、
26
日
に
村
山
で
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ

ま
し
た
。
い
ず
れ
の
講
習
会
で
も
「
雪
若
丸
」
生
産

者
の
認
定
状
況
を
担
当
者
が
説
明
し
た
ほ
か
、
出
荷

基
準
の
目
標
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
北
村
山
農
業

技
術
普
及
課
に
よ
る
説
明
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

普及課による栽培ポイントの説明。
右が今野陽一主任専門普及指導員
(村山・26日）、左が佐々木周平普
及指導員(大石田・25日）
▼

飲
ん
で
歌
っ
て
楽
し
む
「
つ
ど
い
」

飲
ん
で
歌
っ
て
楽
し
む
「
つ
ど
い
」

飲
ん
で
歌
っ
て
楽
し
む
「
つ
ど
い
」

３
月
７
・
13
日
、
大
石
田
支
店
年
金
友
の
会
は
毎
年
恒
例
の
「
年
金
受
給
者
友
の
会
の
つ

ど
い
」
を
開
き
ま
し
た
。
２
日
間
で
、
大
石
田
支
店
年
金
友
の
会
会
員
134
人
が
参
加
。
米
寿

と
喜
寿
を
迎
え
る
会
員
へ
の
賀
詞
の
伝
達
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
飲
食
し
な
が
ら
、
大
石
田

町
民
謡
研
究
会
の
木
村
里
美
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み

ま
し
た
。

カントリーエレベーター25周年！式典で祝うカントリーエレベーター25周年！式典で祝うカントリーエレベーター25周年！式典で祝う
平成５年に稼働した大石田町の籾乾燥調製施設（カントリーエレベ平成５年に稼働した大石田町の籾乾燥調製施設（カントリーエレベ

ーター）と、これにともない設立された施設利用組合の25周年を祝うーター）と、これにともない設立された施設利用組合の25周年を祝う
式典が開かれました。これまでの歩みとして、施設の取扱品種の変遷式典が開かれました。これまでの歩みとして、施設の取扱品種の変遷
や、年ごとの作況などを出席者全員で振り返りました。同施設は、大や、年ごとの作況などを出席者全員で振り返りました。同施設は、大
凶作とされる平成５年に運用が始まり、平成21年以降は、荷受けした凶作とされる平成５年に運用が始まり、平成21年以降は、荷受けした
米が食味コンクール等で毎年のように入賞するなど、地域の米生産の米が食味コンクール等で毎年のように入賞するなど、地域の米生産の
発展に貢献してきました。式典では、施設利用組合の歴代組合長など発展に貢献してきました。式典では、施設利用組合の歴代組合長など

の功労者の皆さんに記念品が贈られの功労者の皆さんに記念品が贈られ
たほか、講演も行われ、全農パールたほか、講演も行われ、全農パール
ライス株式会社東日本事業本部の服ライス株式会社東日本事業本部の服
部康行・仕入企画部長が消費地の情部康行・仕入企画部長が消費地の情
勢について話しました。勢について話しました。
新品種「雪若丸」の取り扱いが始新品種「雪若丸」の取り扱いが始

まる次年度は、設備の大規模な更新まる次年度は、設備の大規模な更新
を行う予定。円滑な荷受け体制を構を行う予定。円滑な荷受け体制を構
築し、さらなる利用率の向上をめざ築し、さらなる利用率の向上をめざ
します。します。▲利用組合の功労者の皆さん

▲25周年を迎えた大石田籾乾燥調製施設

楽しく楽しく楽しく
輪投げで交流輪投げで交流輪投げで交流
３月、村山地域の楯岡・

大倉・戸沢地区で、それぞ
れの地区の年金友の会が輪
投げ大会を開催しました。
複数のチームに分かれた参
加者たちは、しっかりルー
ルを確認して、的に向かっ
て輪を投げました。輪が入
ったり外れたりするたびに
歓声があがり、仲間たちで
点数を競い合いました。

▲講演する服部部長

▶
入
れ
っ
！
そ
れ
っ
!!
（
27
日
・
戸
沢
）

▲夫婦対決も!?(7日・楯岡)

▶
よ
〜
く
狙
っ
て
…

(14
日
・
大
倉
）

尾花沢米生産部会もコンテスト一位尾花沢米生産部会もコンテスト一位尾花沢米生産部会もコンテスト一位
３月15日、山形市で『美しい「つや姫」づくりコン
テスト』の表彰式が行われました。これは山形県やＪ
Ａグループなどが主催し、フェイスブック上の「いい
ね！」の獲得数で順位を競い合うもの。県内の四産地
が競い合い、尾花沢市の尾花沢米生産部会が一位を獲
得。同部会の鈴木文雄副部会長が表彰を受けました。

▶
吉
村
知
事
と
受
賞
者
全
員
で
記
念
撮
影

(後
列
左
か
ら
二
番
目
が
伊
藤
部
会
長
、

前
列
左
か
ら
二
番
目
が
折
原
敬
一
組

合
長
）

▶
壇
上
で
表
彰
状
を
受
け
取
る
伊
藤
部
会
長

▲表彰式に出席した鈴木副部会長
▲米粒をかたどった
美しい楯です

▶
地
域
の
仲
間
と
注
い
で
注
が
れ
て
…

▶
お
弁
当
を
囲
み
、
は
ず
む

お
し
ゃ
べ
り

▲尺八に合わせ歌う木村さん。親子共演です！

～♫

▶



1011 蠍 座
10/24～11/22

【全体運】運気の浮き沈みが激しい暗示。一喜一憂せず、どっしり構えて。美術館に足を運ぶなど、芸術に触れると好転へ
【健康運】上昇傾向。運動を始めればうれしい結果に 【幸運の食べ物】ホタルイカ

天秤座
9/23～10/23

【全体運】後ろ向きな発想をしやすいかも。後悔するより、過去の出来事から学ぶ姿勢が大事。気晴らしには神社巡りを
【健康運】不規則な食事は×。栄養バランスも重要 【幸運の食べ物】フキ

50万パワーの結集を！ 女性部総会50万パワーの結集を！ 女性部総会50万パワーの結集を！ 女性部総会
3月19日、当ＪＡ女性部は本店で第24回通常総代会を開きま

した。来年度は、ＪＡ女性組織の新3カ年計画「ＪＡ女性 地域
で輝け！50万パワー☆」の初年度にあたることから、仲間づく
り運動や、ＪＡ運営への積極的な参画を実践していくという事
業計画などを承認しました。研修として、村山市保健課保健指
導係 保健指導主査の大戸さとみ氏による、健康寿命を延ばす
ための講座や、落語家の六華亭遊花氏による「笑ってなまって
コミュニケーション」と題した講演も行われました。

▶
大
戸
さ
ん
に
よ
る
健
康
講
座

▶
噺
を
披
露
す
る
六
華
亭
遊
花
さ
ん

年度末も元気！みちのくの女性たち年度末も元気！みちのくの女性たち年度末も元気！みちのくの女性たち
女性部通常総代会に先立ち、３月はそれぞれの地区で総会や

活動報告会が開かれました。あわせて村山地区では「女性部ま
つり」として踊りや歌を発表。尾花沢地区では山形県現代俳句
協会会長の大類つとむさんによる講演が、大石田地区では『家
の光』を活用した読書会が行われました。
また大石田地区女性部は27日、独自に集めたペットボトル

▶
組
織
綱
領
を
唱
和
す
る
女
性
部
員

▶
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
に
参

加
し
た
つ
く
し
会
の
皆
さ

ん
(尾
花
沢
・
15
日
）

▶
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
小
物

ケ
ー
ス
作
り
（
尾
花
沢
・

16
日
）

▶
女
性
部
ま
つ
り
の
様
子

(村
山
・
８
日
）

▶
講
演
す
る
大
類
さ
ん

(尾
花
沢
・
10
日
）

▶
女
性
部
員
の
創
作
物
も

展
示
(大
石
田
・
９
日
）

▶
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
進
呈
(大
石
田
・
27
日
）

平
成
30
年
度
の
み
ち
の
く
村
山
役
員
研
修
は
、
台
湾
に
て
「
台
北
流
通
事
情
と
対
中
フ

ロ
ー
ラ
世
界
博
覧
会
」
視
察
と
い
う
こ
と
で
、
２
月
22
日
〜
25
日
ま
で
の
日
程
で
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

台
湾
は
３
６
０
０
０
㎢
と
九
州
よ
り
や
や
小
さ
い
面
積
に
、
人
口
約
２
３
０
０
万
人
余

り
。
国
土
の
大
部
分
が
山
岳
地
帯
で
、
そ
の
西
側
に
日
本
の
１
／
５
の
人
口
が
密
集
し
て

暮
ら
し
て
い
る
国
で
す
。

台
湾
に
到
着
し
た
翌
日
は
台
湾
新
幹
線
に
て
対
中
へ
移
動
し
、
后
里
森
林
メ
イ
ン
会
場

で
の
花
卉
博
覧
会
を
視
察
し
ま
し
た
。
圧
倒
的
な
数
の
ラ
ン
の
展
示
と
、
数
多
く
の
植
物

の
日
本
と
は
一
味
違
っ
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
す
ば
ら
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
感
動
し
ま
し
た
。

現
地
で
の
農
業
視
察
と
し
て
は
、
台
北
市
内
に
あ
る
「
台
北
第
二
果
菜
二
果
批
發
市

場
」
ま
た
、
全
農
山
形
が
昨
年
11
月
に
常
設
販
売
棚
を
設
置
し
た
「
微
風
超
市
」（
日
本

の
百
貨
店
の
よ
う
な
店
舗
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

批
發
市
場
は
広
大
な
敷
地
に
数
多
く
の
店
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。
日
本
で
も

お
な
じ
み
の
果
物
や
野
菜
を
は
じ
め
、
亜
熱
帯
・
熱
帯
地
域
と
い
う
こ
と
も
あ
り
南
国
の

野
果
菜
が
数
多
く
陳
列
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
価
格
は
、
日
本
よ
り
も
や
や
高
め
な
感
じ
が

し
ま
し
た
。

微
風
超
市
で
は
、
ち
ょ
う
ど
九
州
物
産
展
や
、
岡
山
米
の
販
促
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

常
設
の
売
場
に
は
、
台
湾
で
も
高
級
百
貨
店
ら
し
く
、
山
形
牛
な
ど
各
地
の
有
名
牛
肉
を

は
じ
め
、
日
本
各
地
の
果
物
な
ど
が
数
多
く
陳
列
さ
れ
て
お
り
、
価
格
は
い
ち
ご
４
パ
ッ

ク
で
１
０
０
０
０
円
前
後
。
野
菜
で
は
、
あ
ま
り
肌
の
き
れ
い
な
大
根
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
一
本
１
５
０
０
円
く
ら
い
で
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
米
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
山
形
の
「
つ
や
姫
」「
雪
若
丸
」
を
は
じ
め
全
国
各

地
の
銘
柄
米
が
２
㎏
で
２
０
０
０
円
〜
２
５
０
０
円
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
般
の
ス
ー
パ
ー
で
は
、
こ
の
微
風
超
市
の
よ
う
な
価
格
帯
と
は
、
ま
た
違
っ
た
も
の

と
は
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
現
地
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
台
湾
の
人
は
共
働
き
世

帯
が
ほ
と
ん
ど
で
複
数
の
仕
事
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
家
庭
で
の
食
事
よ
り
も
外
食

が
ほ
と
ん
ど
と
の
こ
と
で
し
た
。
家
庭
で
食
材
を
購
入
し
て
料
理
す
る
よ
り
外
食
の
ほ
う

が
安
上
が
り
と
の
こ
と
で
す
。
一
般
の
人
々
の
生
活
に
触
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

生
活
水
準
、
物
価
と
も
日
本
と
そ
れ
ほ
ど
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
な
い
印
象
を
受
け
ま
し

た
。台

湾
新
幹
線
で
の
車
窓
か
ら
は
、

都
市
部
と
都
市
部
の
間
で
は
水
田
等

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
広

大
な
農
地
面
積
と
い
う
わ
け
で
も
な

く
、
人
口
の
割
合
に
対
し
て
農
地
が

不
足
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

国
土
の
狭
さ
が
農
産
物
の
高
値
に
影

響
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
、
山
形

県
か
ら
の
農
産
物
の
輸
出
の
可
能
性

に
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
期
待
で
き
る

と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
視
察
以
外
に
も
、
九

份
老
街
や
故
宮
博
物
院
等
も
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
、
台
湾
の
文
化
や
歴

史
に
も
触
れ
ら
れ
、
と
て
も
良
い
研

修
に
な
り
ま
し
た
。

海
外
農
業
視
察
研
修
会
に

参
加
し
て

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
理
事
(西
郷
地
区
）

太
田
お
お
た

和
明
か
ず
あ
き

平
成
31
年
２
月
22
日
〜
25
日
の
日
程
で
、
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
の
役
員
に
よ
る
台

湾
で
の
海
外
農
業
視
察
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
台
中
花
博
后
里
森
林
園
区
で
の

花
卉
博
覧
会
や
台
北
市
内
の
市
場
な
ど
を
巡
り
、
台
湾
の
農
畜
産
物
の
流
通
事
情
を

学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
太
田
和
明
理
事
の
レ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲「徴風超市」では、たくさんの日本食材を販売

のキャップを、リサイクル活動の成
果として大石田中学校へ進呈。15日
には、尾花沢地区の「つくし会」が
ハーバリウム作りに取り組みました。
16日には、尾花沢地区女性部のフレ
ッシュミズ部がエコクラフトを用い
た手芸教室を開催しました。

◀ハーバリウム
とは、ガラス
瓶などで作る
植物標本のこ
と。インテリ
アとして話題
です



村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広
報
係
行

995-001162

2118
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15

16

17

11

12

13

９
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６

７

８

１

２

３

４

５

クロスワードを解いて、Ａ～Ｄの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

[ハガキ記入例]◆応募のきまり
•応募は１人につき１回有効です。
•紙面の都合により「みちのくぼいす」
に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合
も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』５月号で行い
ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先
•ハガキ…[記入例]をご参照ください。
•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp
•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ４月22日(月)
※ 当日消印有効

21

22

18

19

20

14

15

16

17

11

12

13

９

10

７

８

１

２

３

４

５

６ペンネームを使用する方は、
本名・ペンネーム両方とも記
入して下さい

⬇ タテのカギ
❶プロではありません
❸アグネス・チャンのデビュ
ー曲は『――の花』

❼堀端などでゆらゆらと枝を
揺らす木

❽ラッコやカワウソはこの仲
間

❾３月はマーチ、４月はエイ
プリル。５月は？

10歩き過ぎると棒になるかも
11定年――を迎え、第二の人
生をスタートさせた

15土地を売買するときの値段
16液体から固体をこし取るこ
と

18大さじの１/３の容量です
20晩ご飯のことです
21農協、取説、メアド、合コ
ンなど

22――は金なり

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
答え

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！

厳正な抽選の結果､パズル正解者の中から下記の
５名の方が当選しました。おめでとうございます。

Ｂ

Ｂ図書カードが当たります！
みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名
クロスワードパズル正解者の中から……５名

①パズルの答え
②｢みちのくぼいす｣テ
ーマなどに関する身
近な話題、ご意見・
ご感想
③郵便番号・住所
④氏名・ペンネーム
⑤年齢
⑥性別
⑦電話番号

1213 山羊座
12/22～1/19

【全体運】レジャー運が活性化。飲み会などの幹事は積極的に引き受け、楽しむとグッド。クリエーティブな分野にも注目を
【健康運】オーバーワークに注意。適度に休むこと 【幸運の食べ物】タラの芽

射手座
11/23～12/21

【全体運】何かと不安になりやすいもよう。暗い顔では、ますますつきを逃すので、笑顔を大切に。花を飾り、心を和ませて
【健康運】過激なダイエットに走りやすい。着実に 【幸運の食べ物】タケノコ

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

➡ ヨコのカギ３月号の答え ｢モクレン｣

◆
た
く
さ
ん
の
ハ
ガ
キ
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
次
回
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
…

「
令
和
」
で
す
。

新
元
号
が
決
ま
り
ま
し
た

ね
！
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
感
想
を

持
ち
ま
し
た
か
？
ハ
ガ
キ
等
で

お
寄
せ
下
さ
い
。

毎
年
、
河
島
の
桜
並
木
を
孫
と

い
っ
し
ょ
に
散
策
す
る
の
が
楽
し

み
で
す
。

(村
山
市
ぷ
く
ぷ
く
か
あ
ち
ゃ
ん
)

古
典
で
は
｢は
な
｣＝
｢桜
｣だ
と

高
校
で
習
い
ま
し
た
。
桜
は
日
本

人
に
と
っ
て
単
な
る
植
物
以
上
の

存
在
。
100
円
硬
貨
に
も
桜
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
使
用

し
て
い
る
割
に
は
ま
じ
ま
じ
と
観

察
し
た
こ
と
は
少
な
い
で
す
。
改

め
て
ご
覧
あ
れ
！

(村
山
市
日
向
ぼ
っ
こ
さ
ん
)

以
前
、
県
の
百
名
山
の
一
つ
で

あ
る
大
久
保
の
北
山
に
600
本
の
桜

が
植
樹
さ
れ
た
。
以
後
、
県
知
事

も
来
て
植
樹
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

東
は
日
本
一
の
バ
ラ
公
園
東
沢
、

西
は
日
本
一
の
桜
公
園
に
な
る
日

を
乞
う
ご
期
待
。
〝桜
の
名
所
村

山
〞！

(村
山
市
ブ
ン
チ
ャ
ン
)

昨
年
、
知
り
合
い
に
も
ら
っ
た

桜
の
切
り
枝
を
、
茶
の
間
で
水
を

与
え
大
切
に
し
て
い
た
ら
春
先
に

花
芽
を
持
っ
て
仏
様
に
飾
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
朝
ご
は
ん
を
あ

げ
る
時
は
、
桜
の
花
で
心
が
な
ご

み
「
咲
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
心
の
言
葉
で
し
た
。

(村
山
市
村
山
の
け
こ
ち
ゃ
ん
)

数
年
前
、
山
寺
で
「
桜
吹
雪
」

を
見
ま
し
た
。
花
び
ら
が
吹
雪
の

よ
う
で
前
が
見
え
ず
、
本
当
に
一

瞬
の
出
来
事
で
し
た
。
あ
の
感
動

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

(尾
花
沢
市
お
ち
ゃ
め
ち
ゃ
ん
)

Ｄ

ＪＡみちのく村山
シンボルマークをさがせ！

どこかのページに
「みちのく村山」
シンボルマークが
隠れています！
◎答えは次号！

※先月号の答えは７ページの左上でし
た。

小
学
生
の
春
休
み
、
姉
と

両
親
と
で
旅
行
に
行
き
、
上

野
公
園
で
み
ご
と
な
桜
を
見

ま
し
た
。
山
形
は
寒
い
け
ど

東
京
は
暖
か
い
だ
ろ
う
と
思

い
、
春
色
の
コ
ー
ト
に
赤
い

靴
を
は
き
、
寒
い
な
か
頑
張

っ
て
行
っ
た
の
を
思
い
出
し

ま
す
。(村
山
市
ゆ
か
り
ん
さ
ん
)

今
回
の
キ
ー
ワ
ー
ド

桜
「
桜
」

テ
ー
マ
大
賞

☆
同
じ
桜
で
も
、
見
る
年
齢
や
場
所
に

よ
っ
て
印
象
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。

平
成
10
年
、
西
山
の
リ
ゾ
ー
ト

計
画
が
村
山
市
を
助
け
る
早
道
だ

と
話
し
た
ら
、
先
輩
が
桜
を
何
十

本
も
道
路
脇
に
植
え
ま
し
た
が
、

今
は
七
本
残
っ
て
い
る
だ
け
。
残

念
で
す
。

(村
山
市
85
歳
男
性
)

山
形
は
啓
翁
桜
の
産
地
と
し
て

有
名
で
、
ス
ー
パ
ー
や
産
直
で
も

手
軽
に
購
入
で
き
ま
す
。
冬
で
も

桜
を
眺
め
て
一
杯
…
と
ぜ
い
た
く

な
気
分
に
な
り
ま
す
。
個
人
的
に

は
Ｊ
１
昇
格
で
桜
咲
く
、
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

(村
山
市

今
年
こ
そ
Ｊ
１
昇
格
モ
ン
テ
さ
ん
)

高
校
２
年
で
花
粉
症
デ
ビ
ュ
ー

し
て
以
来
、
桜
の
時
期
は
目
が
か

ゆ
く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
最

近
は
鼻
づ
ま
り
は
な
く
な
り
ま
し

た
が
目
だ
け
は
…
。
こ
れ
か
ら
も

花
粉
症
と
つ
き
あ
う
ぞ
ー
！

(尾
花
沢
市
お
ば
ろ
う
さ
ん
)

母
校
で
は
、
毎
年
校
庭
の
桜
の

下
で
千
本
だ
ん
ご
を
食
べ
る
の
が

恒
例
行
事
だ
っ
た
。
仲
間
と
食
べ

た
だ
ん
ご
は
美
味
か
っ
た
ー
。

(東
根
市
ハ
チ
ミ
ツ
さ
ん
)

子
供
が
生
ま
れ
た
時
に
植
え
た

｢し
だ
れ
桜
｣が
大
木
に
育
ち
ま
し

た
。

(大
石
田
町
68
歳
男
性
)

Ｃ
パ レ ツ ト マ ン

ツ ク シ キ ジ ユ
ヨ シ ノ カ ニ

ヨ ウ ド サ ン コ

イ ズ ミ ギ モ ン

ツ ソ ボ ク ー

ラ ン ケ ム リ

Ａ

•ブンチャン(村山市大久保甲)
•村山のけこちゃん(村山市富並)
•おちゃめちゃん(尾花沢市正厳)
•ちゃいちゃい組さん(尾花沢市延沢)
•お料理好きなお父ちゃん(大石田町岩ヶ袋)

昭
和
10
年
頃
、
小
学
校
一
年
生

の
国
語
の
教
科
書
の
最
初
は
「
サ

イ
タ
サ
イ
タ
サ
ク
ラ
ガ
サ
イ
タ
」

で
し
た
。
一
年
生
の
読
み
書
き
は

こ
の
時
の
｢桜
｣の
文
字
か
ら
習
い

始
め
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

(村
山
市
90
歳
男
性
)

桜
の
季
節
で
す
ね
。
尾
花
沢
は

雪
が
解
け
て
か
ら
開
花
す
る
の
で

遅
め
の
花
見
が
で
き
ま
す
。
徳
良

湖
の
湖
面
に
映
る
青
空
と
桜
は
幻

想
的
で
す
。

(尾
花
沢
市
ち
ゃ
い
ち
ゃ
い
組
さ
ん
)

桜
は
出
会
い
と
別
れ
、
そ
し
て

希
望
の
花
だ
と
思
い
ま
す
。
廃
校

の
校
門
前
に
、
桜
の
木
が
ひ
っ
そ

り
と
数
本
。
以
前
は
子
供
の
歓
声

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
今
も
変
わ
り
な
く
毎
年
花
を

咲
か
せ
て
、
私
た
ち
が
通
る
の
を

見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

(村
山
市
ユ
ッ
キ
ー
さ
ん
)

桜
は
春
の
始
ま
り
で
す
。
新
入

生
、新
入
社
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
第

一
歩
の
季
節
。
桜
は
美
し
く
咲
き
、

散
る
の
も
早
い
。
で
も
人
は
生
き

る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
夢
を

も
っ
て
人
生
の
｢花
｣を
咲
か
せ
た

い
で
す
。
(尾
花
沢
市
り
き
ち
ゃ
ん
)

毎
年
お
花
見
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

友
人
４
名
で
５
カ
所
ほ
ど
回
り
ま

Ｃ

す
。
途
中
で
ラ
ン
チ
も
付
き
ま
す
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
女
子
会
は
楽

し
い
。
平
清
水
の
し
だ
れ
桜
は
優

し
い
姿
で
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

(村
山
市
ウ
ラ
ラ
さ
ん
)

子
供
が
小
さ
い
頃
、
桜
の
舞
う

木
の
下
で
花
び
ら
を
一
生
懸
命
に

掴
も
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
な
か

な
か
掴
め
ず
、
く
る
く
る
回
る
の

を
見
て
い
て
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
大
人
に
な

っ
た
今
は
夢
を
掴
も
う
と
し
て
い

る
姿
を
応
援
で
す
。

(村
山
市
ゆ
ー
り
っ
ち
さ
ん
)

内
孫
の
次
男
が
小
学
生
に
な
り

ま
す
。
三
男
は
七
カ
月
に
な
り
、

桜
の
咲
く
頃
に
９
人
目
の
孫
も
誕

生
し
ま
す
。
会
え
る
の
が
楽
し
み

で
す
。

(尾
花
沢
市
ケ
イ
ち
ゃ
ん
)

父
が
俳
人
で
、
一
年
間
新
聞
に

投
句
し
て
入
選
し
、
柱
か
け
を
一

枚
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
庭
に
句

碑
も
作
っ
て
あ
り
ま
す
。
ま
だ
雪

が
あ
り
ま
す
が
、
雪
が
解
け
る
と

分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

(尾
花
沢
市
84
歳
男
性
)

３
月
中
旬
、
久
々
に
白
い
雪
の

朝
。
村
山
市
の
大
槇
の
田
ん
ぼ
に

は
雪
が
な
か
っ
た
の
に
最
上
川
を

越
え
た
ら
真
っ
白
…
。
パ
ズ
ル
の

答
え
で
あ
る
｢モ
ク
レ
ン
｣と
い
え

Ａ

Ｄ

ば
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
レ
ビ
ュ
ー
の

｢モ
ク
レ
ン
の
涙
｣は
い
い
歌
で
す
。

(村
山
市
村
山
の
最
上
一
夫
さ
ん
)

『ふ
れ
あ
い
』毎
月
楽
し
み
に
読

ん
で
お
り
ま
す
。

(大
石
田
町
54
歳
女
性
)

パ
ズ
ル
は
脳
ト
レ
に
な
り
ま
す
。

作
成
者
の
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

(尾
花
沢
市
77
歳
女
性
)

Ｅ

❶カキツバタやハナショウブ
に似た花が咲きます

❷包丁の刃を受け止めます
❹他の人には教えないでね
❺歯のある履物
❻うどんや牛丼に掛ける調味
料

10ボールを使った曲芸がうま
い海獣

12漢字では無花果と書く果物
13素人ではありません
14はたきで取り除く物
17大地真央や天海祐希は宝塚
――団の元トップスター

19これごと食べられる豆もあ
ります



㈱みちのくサービスからのお知らせ

1415 魚 座
2/19～3/20

【全体運】好奇心を刺激され、意欲が高まる気配。気になる習い事があれば、挑戦してみて。トレンド情報も要チェック
【健康運】暴飲暴食気味。よくかむことで予防して 【幸運の食べ物】サザエ

水瓶座
１/20～2/18

【全体運】すぐイライラしやすく、周囲ともめそう。悪いと思ったら、素直に謝って。運気アップには、アルバム整理が◎
【健康運】おおらかに構えて。気にし過ぎは逆効果 【幸運の食べ物】レタス

お知らせ掲示板 お知らせ掲示板お知らせ掲示板 お知らせ掲示板

旅行センターからお知らせ

■食事／朝食２回、昼食３回、夕食２回
■添乗員／同行します。
■募集締切／2019年６月21日(金)

※定員になり次第締め切ります。
■旅行代金(税込)／125,000円~420,000円

※部屋タイプにより変わります
■申込金／30,000円（旅行代金に充当）
■集合場所／ＪＡみちのく村山本店

(酒田港まで無料送迎！)

詳しくは旅行センターまで ☎0237-55-6314

にっぽん丸クルーズでは、船内イベン
トを一日中開催しております。
楽しみ方はお客様次第！

多種多彩な船内イベント！

実施期間 年 月 日(火)～ 日(木)2019 ７ ９ 11
募集人員 名様(最少催行人員：250名様)350

ニホンザル・イノシシ有害鳥獣ニホンザル・イノシシ有害鳥獣
捕獲実施に関わる周知について捕獲実施に関わる周知について
村山市では本年度も、ニホンザル・イノシシの適
正頭数を管理し、農作物被害を防止するため、村山
市鳥獣被害防止計画を策定。年間を通して、下記の
通り捕獲を実施します。安全対策のため万全を期し
ていますが、事故防止のためご注意ください。近隣
園地・住民の方のご配慮もよろしくお願いします。

◎ニホンザル
◆実施期間／2019年(通年)
◆対象区域／村山市全域・東根市荷渡床の入り
◆駆除方法／法定銃器(空気銃・散弾銃等)・箱わな
◆駆除員／村山市猟友会

◎イノシシ
◆実施期間／2019年(通年)
◆対象区域／村山市全域・東根市荷渡床の入り
◆駆除方法／法定銃器(空気銃･散弾銃等)･箱わな・
くくりわな
◆駆除員／村山市猟友会

駆除員は「有害鳥獣捕獲従事者」と書かれた腕章、
オレンジ色のベスト、または目立つ格好をしていま
す。
◎お問い合わせ／村山市有害鳥獣対策協議会、ＪＡ
みちのく村山(村山営農センター)

令和２年度 ＪＡみちのく村山職員募集要領令和２年度 ＪＡみちのく村山職員募集要領
１．募集職種／総合職
２．採用予定人員／若干名
３．応募資格
⑴大学、短大(農業大学校含む)の卒業者
(令和２年３月卒業予定者含む)
⑵自宅から通勤可能な方
４．応募方法
⑴応募書類
①自筆による受験願書兼履歴書
ＪＡみちのく村山独自の様式を使用します。用紙
についてはＪＡの本店に備えています。また、当Ｊ
Ａのホームページよりダウンロードできます。
②学業成績証明書
③卒業または卒業見込証明書(成績証明書と同一証
明の場合は省略可)
④写真２枚(１枚は履歴書に添付､もう１枚は受験票
に添付用)
※最近３ヵ月以内に写した上半身 縦４㎝×横３㎝
⑤各種免許、資格を有する方は、その証明書の写し
⑵応募受付期間
４月15日(月)～５月15日(水)【必着】
⑶書類提出先
〒995-0011 山形県村山市楯岡北町一丁目１番１号
ＪＡみちのく村山 管理部人事教育課宛
※郵便で応募書類を提出するときは、封筒の表に「職
員採用応募書類在中」と朱記して下さい。

５．選考方法
⑴第１次試験
①試験日／令和元年６月１日(土)

午前８時30分から受付(予定)
※不明な点については管理部人事教育課にお問い合せ下さい。
TEL 0237-55-6311(内線115番) FAX 0237-55-5825

②試験科目／総合適性検査(能力検査、性格検査)・
小論文
③試験会場／山形市東古舘123番地「協同の杜」Ｊ
Ａ研修所
※応募者多数の場合は、第１次試験の前に書類選考
を行う場合があります。

⑵第２次試験／第１次試験の結果を踏まえ、後日、Ｊ
Ａみちのく村山本店にて面接試験を実施します。ま
た、面接試験日等は、第１次試験合格者に直接連絡
いたします。

６．待遇等
⑴採用時期／令和２年４月１日
⑵処遇／正職員
※６ヵ月間の試用期間有(給与条件等変更無)
⑶勤務場所／ＪＡみちのく村山管内(村山市・尾花沢
市・大石田町)
⑷給与等／当組合給与規程の定めるところによります。
⑸健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険等加入い
たします。

７．その他
⑴採用決定通知、その他の通知は、直接本人におこな
います。
⑵年齢制限については、卒業後概ね10年以内とし、新
規学卒者と併せて同一募集枠で募集します。
⑶提出していただきました書類は、採用業務に関して
のみ利用いたします。なお、提出書類につきまして
は、返却いたしませんのでご了承ください。

大石田農産物直売所「産直つなぎ」の春の営業が
始まります！営業の日時は以下の通りです。

◆営業日：４月13日(土)～
◆定休日：毎週水曜日
◆営業時間：午前９:３０～午後５:３０

リピーターも増
加中の｢産直つな
ぎ｣｡野菜､果物､加
工品…。地元農家
が手塩にかけて育
てた生産物を、ぜ
ひご賞味ください。

｢産直つなぎ｣春の営業スタート！｢産直つなぎ｣春の営業スタート！

株式会社みちのくサ－ビス
村山農機センター
☎0237-55-6130

各種防除機各種防除機各種防除機
早期予約受付中早期予約受付中
お気軽に最寄りの農機センターまでお電話ください。

４～５月の10連休中のＡＴＭは、以下の通り営業いたします。

2019年10連休中のＡＴＭご利用について2019年10連休中のＡＴＭご利用について

４月 ５月
27 28 29 30 １ ２ ３ ４ ５ ６
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

楯岡支店 9：00 ～ 17：00
袖崎事務所 9：00～17：00 休 業 日（ご利用できません）
葉山支店 9：00 ～ 17：00

グリーンごてん 9：00 ～ 17：00
尾花沢支店 9：00 ～ 17：00

尾花沢営農センター 9：00 ～ 17：00
大石田支店 9：00 ～ 17：00
県外のＪＡ 8：00 ～ 21：00
ゆうちょ銀行 8：00 ～ 21：00
他金融機関 8：00 ～ 21：00

コンビニＡＴＭ
・セブン銀行
・イーネットＡＴＭ
・ローソン銀行ＡＴＭ

8：00 ～ 21：00

尾花沢農機センター
☎0237-22-0088

大石田事業所
☎0237-35-3793

さくらんぼ農家の方へさくらんぼ農家の方へ
研修会のお知らせ研修会のお知らせ

『脚立での高所作業が少ない
｢新しいさくらんぼ仕立て｣研修会』

◆開催日時／５月18日(土) 午前８時～午前12時
◆開催内容／樹の高さが低く、作業が簡易な仕立て
方(平棚・Ｙ字)に先進的に取り組む農家の園地を
視察・研修。マイクロバスで移動。
◆申込先／山形県農林水産部園芸農業推進課

(023-630-2319)
◆受付期間／５月７日(火)まで
◆その他／参加費無料。対象は生産者、就農予定者
等。応募者多数の場合は抽選(抽選結果は県から
連絡)となります。

◎お問い合わせ／☎023-630-2319(山形県農林水産
部園芸農業推進課)


